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ふづみうんちん 不積運賃 わが商法は海上運送における個

gR:巡送に闘し L荷送人は船長の指図にしたがい，遅滞なく運送

品を船fJ'(することを援する1ものとしているが， 個品辺i送は荷送

人が多数である ことを常とし，ある荷送人の紛政機怠(けたい)

は， イ也の背I送人に迷惑をおよぽすばかりでな く ， 本船の出帆を

延引させるからである。ことに定期航路にあっては，碇泊(て

いはく) J侍聞は限定されるのが通例であるから， 個々の荷送人

の由ifJ'(の完成を待つときは， 本船の出帆に延引をきたし，した

がって船績を怠った術送人の有無にかかわらず出帆すべき場合

がある。 よ っ て商法はさらに， 荷送人が船fJ'(を怠 ったときは，

船長はただちに発航することができ ， かつまた荷送人に対して

ìillJ'tの金制を支払うべきものとしている。船敏を怠った貨物が

なか ったならば別途の荷送人に属する貨物を絞放し得たであろ

うし，それがために船主(船長)は得らるべき利益を失ったもの

と みなされるとともに， 他の術送人におよぼすべき迷惑を避け

る必要上， 法律の規定により出帆せざるを得なかったことのた

めである。すなわち貨物の不獄巡貨 と称するものがこれである。

ひとしく運賃と称するが， 通常の

巡貨と異なり，その性質上はむし

ろ一極の悌怠金である。しかしあ

る荷送人の船積僻怠の結果， 船そ

う内に余絞あるのを利用 して， 船

主(高官長}が他の荷送人 との特約に

より巡貨を取得したときは，二重

の王II貨を取得し得ない一般原則に

もとづき， その額はその不畿運賃

から桜除すべき ものとする。しか

し個品運送の突際はとくに大口貨

物ならばともかく ， 分:fíl:の少ない

ものについては，たとえ荷送人の

傑怠があってもさしたる影響はな

く ，また船主経営の見地から して

も不絞運賃を諮求することはかえ

って不利益を招来する場合が為る

から，不穆t運賃の問題を生ずる こ

とはむしろ少なく，また不Il't運賃

支払の特約が当初から存在しなか

った場合においては， 実際上これ

を271求することは困難である ロ

ふとう

参考文献牧野幾久男著海上運送実務。 (今留光国)

ふとう 埠頭 (災) wharf (独) Kai (仏) quai 船舶を接岸

して客貨の乗降， 品。t釘l等をなすために使用される場所で， 海中

における施設としては物揚場，岸壁，俊橋があり，陸上におけ

る施設としては荷役軽量級，上家，倉庫， 道路， 臨港線等がある。

埠頭の形式には平行式と突堤式とがある。 平行式上車顕は長大

な水路もしくは広い水域内に陸岸に沿うて船舶はー列に自信(け

L 、)留される。この配値は欽道の ;;;1込が楽で上家の後方に広い

倉庫地帯を設けられる幸IJ点が為る。 ~~是式は防波堤で閉まれた

かぎりある水面や狭少の湾内で， 貴重な水際線と水面をでき得

るかぎり有効に使用するために用いられる方法である。 ヲ巴災は

一般に海面に接する部分に中市 10m 前後のエ プロ γ をとって船

舶の荷役場所としここに荷役機械を設ける。エプロソで取扱わ

れた貨物は一時その後方にある上家に貯蔵し， 仕分包装替を行

い， 鉄道によるものはj;'{llïlJ'ìとし ， 貨物自動車で搬出されるも

のは道路を利用する。貨物の長期貯放を必要とするものは， ZE

堤主主部付近にある倉庫に般入する。

岸壁とは大型船が接岸荷役をする水深が比較的深いところで，

構造は前面がほとんど垂直な擁壁とする。 岸壁は併造上から重

力式と矢板式とに分けられる。重力式は壁休の自重をもって土

圧に対抗させるも育造で， 比較的良質の地盤に適応している。ま

ず海底を後諜(し ゅ んせつ)し，基礎に割石を敷きならし，その

上に鉄筋コンクリート で製造した箱塊をすえ付けて墜休を形成

する (図ー 1) 。あるいはコンクリ ートの方塊を絞任して壁休とす

る場合も多い。壁休の上部には上部エを施工する。この式は耐

久力もあり，また船の衝般にも!ill~い。ただし地震の際監休が前

方に滑り出すおそれがある。耐震的構造とするには蕊礎に杭打

を行う等の考慮をしなければならない。矢板式岸壁とは銅製の

矢板をー列に打込み後方に鐙えをとり ， 土圧に抵抗するもので

封。 矢板の根入は全高の÷以上が必要である。比較的問，
もしくは砂質の地般に適し設備も簡単で，急速施工できるが耐

久力に乏しく ， 寿命は 30 年程度である。

筏橋は岸壁と同級に大型船の荷役をすると ころで， fI~材の組

合わせから成立つ。これは秋弱地盤に適する軽量将軍造物で柱型

L 岸壁際 噂断面 図
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